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北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 

平成
25（2013）年
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号号ののおおももなな内内容容
● 福知山リポート
●島原市・福知山市姉妹都市提携
　   ３０周年を迎えました
●お知らせします「市職員の給与」と
　「定員状況」
●シリーズ「介護について考えよう！」
●健康増進計画　知っ得シリーズ　ほか

3
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、写真（L判）を１枚差し上げます。■市長公室広報係（℡２４-７０００）

京都府北部初の小中一貫校「夜久野学　京都府北部初の小中一貫校「夜久野学
園」園」の４月開校を控え、３月末で閉校するの４月開校を控え、３月末で閉校する
夜久野地域の精華・育英・明正の各小学夜久野地域の精華・育英・明正の各小学
校で、２月校で、２月２３日（土）、「ありがとう集会」が２３日（土）、「ありがとう集会」が
ありました。今まで過ごした母校への感謝ありました。今まで過ごした母校への感謝
の言葉などを発表し、残り少ない学校生活の言葉などを発表し、残り少ない学校生活
の思い出づくりを行いました。の思い出づくりを行いました。
（→２㌻目に続く）（→２㌻目に続く）
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精
華
小
学
校

　

精
華
小
学
校
で
は
、
５
年
生
が
中
心
と
な
り
、
卒
業

す
る
６
年
生
に
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
伝
え
、
新
し
い

門
出
を
祝
っ
た
ほ
か
、
閉
校
と
な
る
学
校
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
全
校
児
童　

人
で
つ
く
っ
た
詩
を

６１

発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
が
、
昔
、
精
華
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
た
金
管
楽
器
の
演
奏
を
、
今
回
の
た
め
に
練
習

し
、
子
ど
も
た
ち
に
校
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
招
か
れ
た
上
夜
久
野
地
区
公
民
館
館
長
の

 　
  
原  
秀  
行 
さ
ん
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
金
管
楽
器
の
演
奏
を
聴

く
わ 
ば
ら 
ひ
で 
ゆ
き

い
て
い
て
、
精
華
小
学
校
の
校
歌
が
聴
け
な
く
な
る
こ

と
は
と
て
も
さ
み
し
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
新
し
い
夜

久
野
学
園
が
京
都
府
北
部
で
初
め
て
の
小
中
一
貫
校
と

し
て
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
伸
び
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

育
英
小
学
校

　

育
英
小
学
校
で
は
、
全
校
児
童　

人
が
、
市
内
で
こ

２６

こ
だ
け
と
な
っ
た
木
造
校
舎
で
「
宝
も
の
さ
が
し
コ
ー

ナ
ー
」や「
釣
り
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
を
運
営
し
た
ほ
か
、劇

で
学
校
生
活
の
思
い
出
を
披
露
し
、
航
空
写
真
で
人
文

字
を
描
い
た
こ
と
や
、
校
舎
に
続
く
き
つ
い
坂
道
を
励

ま
し
な
が
ら
歩
い
た
こ
と
な
ど
を
演
じ
ま
し
た
。

　

育
英
小
学
校
６
年
生
の 
西  
村  
龍  
飛 
く
ん
は
、「
今
日

に
し 
む
ら 
り
ゅ
う 

ひ

は
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。
こ
の
学
校
の
校
歌
を
歌
う

の
も
あ
と
数
回
で
さ
み
し
い
け
れ
ど
、
７
年
生
に
な
れ

る
の
は
特
別
な
感
じ
で
う
れ
し
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
招
か
れ
た
夜
久
野
中
学
校
３
年
生
の 
尾  
上 

お
の 
う
え

 
成  
宏 
さ
ん
は
、「
こ
こ
の
卒
業
生
な
の
で
、
校
舎
の
傷
一

な
り 
ひ
ろ

つ
一
つ
が
思
い
出
で
す
。
昔
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思
い

出
し
て
、
す
ご
く
懐
か
し
い
で
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
久
野
中
学
校
１

年
生
の 
西  
村  
真  
央 
さ
ん
は
、

に
し 
む
ら 

ま 

お

「
学
校
統
合
は
不
安
も
あ

る
と
思
う
け
れ
ど
、
今
日

の
小
学
生
の
元
気
な
姿
を

見
て
い
た
ら
大
丈
夫
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
先

輩
が
、
し
っ
か
り
と
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
。」と
述

べ
ま
し
た
。

明
正
小
学
校

　

明
正
小
学
校
で
は
、
在
校
生
が
６
年
生
に
手
作
り
の

花
束
や
似
顔
絵
を
送
っ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
児
童　

人
が
、

５７

　

年
間
の
歴
史
を
共
に
歩
ん
だ
校
舎
や
体
育
館
、
机
、

４８時
計
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
次
々
に
述

べ
、「
仲
間
と
の
絆
を
つ
な
げ
、
自
分
た
ち
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」「
も
っ
と
成
長
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。」と
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
の
前
で

発
表
し
ま
し
た
。

　

明
正
小
学
校
５
年
生
の 
衣 きぬ

 
川  
太  
陽 
く
ん
は
、「
今
ま
で
良

が
わ 
た
い 
よ
う

い
思
い
出
が
作
れ
て
、
元
気

に
成
長
で
き
た
。
新
し
い
学

校
は
不
安
も
あ
る
け
れ
ど
、

友
達
が
増
え
る
の
で
楽
し
み
。

野
球
が
大
好
き
な
の
で
、
一

緒
に
野
球
が
し
た
い
で
す
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

精華・育英・明正小～夜久野学園への希望をつなぐ～「ありがとう集会」

育英小の児童が運営した釣りコーナー

記念撮影をする明正小の児童たち

　夜久野地域３小学校の統合に伴い、閉校式を
実施します。市民のみなさまで、閉校式への出
席を希望される場合は、直接会場にお越しくだ
さい。事前申し込みは不要です。
とき・ところ　３月２４日（日）　各小学校体育館
・精華小学校閉校式　午前９時～９時４０分
・育英小学校閉校式　午前１０時５分～１０時４５分
・明正小学校閉校式　午前１１時１５分～１１時５５分
※いずれも受付開始は開式３０分前です。なお、
学校内には駐車できません。

※各校とも閉校式後に、学校とのお別れ、教職
員とのお別れ、新たな学びの場となる「夜久
野学園」での頑張りを誓い合うため、「感謝と
希望の会」が開催されます。

■教育総務課（℡２４-７０６１・ＦＡＸ２４-４８８０）

精華・育英・明正小学校
　閉校式のご案内

この日のために金管楽器を練習し、子どもたちに披露する
精華小ＰＴＡ有志のみなさん
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福知山リポート 福知山リポート 福知山リポート ―ふるさとの魅力を伝えます― 
　

社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
る
総
合

福
祉
会
館（
内
記
二
丁
目
）の
１
階
ロ
ビ
ー
に
、季
節
を
感
じ
る「
生

け
花
」
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１
週
間
ご
と
に
生
け
に
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
正
月
に
は
お
正
月
の
花
、
春
に
は
春
の
花
、
季
節

ご
と
に
ぴ
っ
た
り
な
花
が
生
け
て
あ
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
総
合
福

祉
会
館
を
利
用
さ
れ
る

時
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ

ん
な
花
が
楽
し
め
、

き
っ
と
季
節
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
よ
。

「
い
ろ
ん
な
花
が
楽
し
め
て
、

　
　
　
　
　
　

季
節
を
感
じ
る
」

福
知
山
市
広
報
特
派
員

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

 
松 　
 
田 　
 
寛 　
 
之 

ま
つ 

だ 

ひ
ろ 

ゆ
き

（
和
久
寺
在
住
）

福知山市イメージキャラクター 福知山市イメージキャラクター 福知山市イメージキャラクター 

ドッコちゃん ドッコちゃん ドッコちゃん 大募集 大募集 「ドッコイセリポーター」 「ドッコイセリポーター」 「ドッコイセリポーター」 福 知 山 市 
広報特派員 

　あなたがリポーターになって、福知山市内のイベント、名所旧跡、人物、地域活動などを取材して「広
報ふくちやま」などに記事掲載してみませんか ? ご自身のイベント紹介記事も大歓迎です。

対象　福知山市内に在住・在学・在勤または出身者のほか、福知山で活動しようとする人
用意いただくもの　カメラなどの備品、交通費や事務・連絡・取材などに係る経費
市役所から支給するもの　従事期間中の傷害保険、広報特派員証・広報腕章
※提供記事について　未発表でオリジナルのものに限ります。
申込・問い合わせ　市長公室広報係（℡２４-７０００・ＦＡＸ２４-７０２３）

デジタルカメラの場合は jpegデータ、ネガ・ポジの場合はプリントした写真写真１枚以上記事の構成 ２００字以上　６００字未満文字数

　

ち
ょ
っ
と
し
た
一
品
料
理
と
飲
み
物
を
楽

し
み
な
が
ら
街
角
の
飲
食
店
を
回
遊
す
る
ス

ペ
イ
ン
の
習
慣
「
バ
ル
」
を
福
知
山
で
も
気

軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
２
月　

日
１６

（
土
）夜
、福
知
山
駅
周
辺
で
「
福
知
街
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
中
心
の
グ
ル
ー
プ
「B

low
out

         

フ
ェ
ス
タ
実
行
委

ブ
ロ
ウ
ア
ウ
ト

員
会
」
が
、
福
知
山
を
元
気
に
し
た
い
と
初
め
て
企
画
し
、

市
内
の
飲
食
店　

店
舗
が
協
力
。

２１

　

当
日
は
、
乗
り
放
題
の
専
用
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
も
巡
回
し
、
参
加
者
た
ち
は
事
前
に
購
入

し
た
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
気
に
な
る
お
店

を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
店
舗
で
は
、

タ
レ
ン
ト
の
マ
ス
ク
ザ
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
チ

キ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
」
の
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

な
ど
も
あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

ススペペイインンのの習習慣慣をを身身近近にに
「「福福知知街街ババルル」」初初開開催催！！

ふく ち まち まちかど 
ウオッチング 
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島原城　元和４年（１６１８年）に建築された後、明治時代の
廃城令で取り壊されましたが、昭和３９年（１９６４年）に再建
されました

　

姉
妹
都
市
の
長
崎
県
島
原
市
と
は
、

江
戸
時
代
初
期
、
当
時
の
福
知
山
城
主

で
あ
っ
た 
松  
平  
忠  
房 
が
、
島
原
藩
に

ま
つ 
だ
い
ら 
た
だ 
ふ
さ

国
替
え
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な

縁
を
き
っ
か
け
に
両
市
民
間
で
交
流

が
始
ま
り
、
昭
和　

年
３
月
１
日
に
姉
妹
都
市
を
提
携
、

５８

本
年
提
携　

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

３０

　

こ
の
間
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
応
援
協
力
や
、
互

い
の
市
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
島
原
市
と
の
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

「
ま
ち
と
ま
ち
の
連
携
」
を
さ
ら
に
強
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
絆
」
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

島
原
市
は
、島
原
城
や
武
家
屋
敷
な
ど
旧
城
下
町
の

街
並
み
が
残
り
、市
内
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧
き
水

の
あ
る
水
の
都
で
す
。
ぜ
ひ
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、島

原
市
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

有明海にひらく湧水あふれる有明海にひらく 湧  水 あふれる
ゆう すい

火山と歴史の田園都市火山と歴史の田園都市

 鯉 の泳ぐまち　豊富な地下水
こい

が湧き出すまちなかには、錦鯉
が華麗に泳いでいます

島原半島ジオパーク（地球活動の遺産を主な見所と
する自然の中の公園）
　島原市は、平成２年１１月から約５年半の間、雲仙普賢岳
の噴火災害の被害を受けられましたが、現在では復興さ
れ、自然環境を守り育てる取り組みをされています。大
惨事を風化させることなく次代に引き継いでいくため、
昨年５月には、日本で初めて世界規模の大会「ジオパー
ク国際ユネスコ会議」を開催されました。

　福知山市役所庁舎前（内記三丁目）の庭園
には、３０年前の姉妹都市提携記念日に植樹し
た島原市の花「梅」があります。
　まだ固いつぼみで
すが、例年では３月中
旬に咲きはじめます。
　ぜひご覧ください。

島原市の花「梅」

島
原
市
・
福
知
山
市
姉
妹
都
市 

　
提
携
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た 
島
原
市
・
福
知
山
市
姉
妹
都
市 

　
提
携
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た 

島原市の市章
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本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安

心
で
平
穏
な
生
活
を
実
現
す
る
た

め「
福
知
山
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
市
の
発
注
す
る
公

共
工
事
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る

た
め
に
、
市
や
事
業
者
が
行
う
べ

き
こ
と
を
規
定
し
、
公
共
工
事
の

契
約
な
ど
に
関
し
て
違
反
を
し
た

場
合
は
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

 
公
共
工
事
の
契
約
に
関
す
る
内
容

①
市
は
、
暴
力
団
員
な
ど
と
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
せ
ん
。

②
市
と
請
負
契
約
を
締
結
し
た
元

請
契
約
者
な
ど
は
、
請
負
契
約

に
係
る
下
請
契
約
や
物
品
納
入

等
契
約
を
、
暴
力
団
員
な
ど
と

締
結
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

③
市
や
元
請
契
約
者
な
ど
は
、
契

約
を
結
ぶ
際
、
契
約
の
相
手
が

暴
力
団
と
関
わ
り
が
な
い
こ
と

を
示
す
誓
約
書
を
徴
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
契
約
金
額
が
１
５
０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
誓
約
書
を
徴
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
市
や
元
請
契
約
者
な
ど
は
、
誓

約
書
を
５
年
間
保
管
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
市
は
、公
共
工
事
に
関
わ
る
元
請

契
約
者
な
ど
に
、報
告
や
資
料
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
罰　
　

則

○
誓
約
書
に
嘘
の
記
載
を
し
た
者

→

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は　
５０

　

万
円
以
下
の
罰
金

○
市
に
対
し
て
報
告
や
資
料
の
提

　

出
を
し
な
か
っ
た
者
、
嘘
の
報

　

告
や
資
料
の
提
出
を
し
た
者

→

　

万
円
以
下
の
罰
金

２０

○
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
な
か
っ

　

た
者
、５
年
間
保
管
し
な
か
っ
た

　

者→

５
万
円
以
下
の
過
料

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２

２４

０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

■
契
約
監
理
課（
℡　

‐
７
０
４

２４

３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

誓約書を徴取・保管する範囲 

物品納入など 物品納入など 元請 

物品納入など 物品納入など 下請 

物品納入など 物品納入など 下請 

福知山市 1次 

1次 

6次 

3次 

福知山消防署から　　　　　　　　　　　です  「緊急お知らせ」  「緊急お知らせ」 
◇◇◇住宅防火安全対策の再確認を！◇◇◇ 

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修
室
は
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
）　

火
曜
日
休
館（
祝

日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）　

※　

人
以
上
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
予

１０

防
課（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
・
東
羽
合
町　

番
地
１　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
）

２３

ＦＡＸ
２２

４６

福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体
験
を
！

一
人
で
も
、家
族
で
も
、自
治
会
、団
体
、い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に

体
験
無
料

公
共
工
事
か
ら
暴
力
団
を

排
除
し
ま
す

　福知山市内において、火災による死傷者が発生しています。「家庭として」「地域として」の
防火対策を今一度確認しましょう。ひとり暮らしの高齢者宅では「火災を出さない・出させな
い」「早く発見し、早く消火し、早く避難する」ことが火災から身を守る防火安全対策です。
家庭として・地域として『安心安全』の取り組みをお願いします。

■福知山消防署予防課（℡２３-５１１９・ＦＡＸ２２-５４５８）

　火災を出さない・出させない
◆就寝前・外出時は、必ず火の元点検。
◆家の周囲に燃えやすいものを置かない。
◆電気製品を正しく取扱う。
◆タコ足配線はやめる。
◆近隣者との協力体制をつくる。 

早く発見し、早く消火し、早く避難する
◆住宅用火災警報器を適正に設置する。
◆防炎品を使用する。
◆避難経路を確保する。
◆災害時の避難行動を考えた生活環境をつくる。
◆建物防火対策（外壁の不燃化や網入りガラス
　への交換など）をする

　

消
防
本
部
で
は
、聴
覚
や
言
語
に
障
害
の

あ
る
人
が
、携
帯
電
話
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
自
宅
や
外
出
先
か
ら
緊
急
通

報
が
可
能
な「
Ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
」や
、自
宅

の
フ
ァ
ク
ス
か
ら
緊
急
通
報
が
可
能
な「
Ｆ

Ａ
Ｘ
１
１
９
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
に
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
対　
　

象　

聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ
り
、

音
声
で
の
１
１
９
番
通
報
が
で
き
な
い
人

 
登
録
に
必
要
な
も
の

▼「
Ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
」…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
る
携
帯
電
話（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
）

▼「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
」…
自
宅
用
の
フ
ァ
ク
ス

 
登
録
方
法　

登
録
希
望
の
旨
を
消
防
署

通
信
指
令
室（
℡　

‐
０
１
１
９
・　
　

‐
５

２２

ＦＡＸ
２２

４
５
８
）ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。登
録
日

の
調
整
や
、内
容
な
ど
を
詳
し
く
ご
説
明
し

ま
す
。

日頃の防火安全対策

聴聴
覚覚
やや
言言
語語
にに
障障
害害
のの
ああ
るる
みみ
なな
ささ
んん
へへ

１１
１１
９９
番番
通通
報報「「
ＷＷ
ｅｅ
ｂｂ
１１
１１
９９
・・

ウ 

エ 

ブ

ＦＦ
ＡＡ
ＸＸ
１１
１１
９９
」」シシ
スス
テテ
ムム
にに
登登
録録
をを

通
報 出

動 
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お
知
ら
せ
し
ま
す 
お
知
ら
せ
し
ま
す 

「
市
職
員
の
給
与
」
と
「
定
員
状
況
」 

「
市
職
員
の
給
与
」
と
「
定
員
状
況
」 

「
市
職
員
の
給
与
」
と
「
定
員
状
況
」 

　

職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
こ
で
お
知
ら

せ
す
る
給
与
は
、
税
や
保
険
料
な
ど

を
差
し
引
く
前
の
額
で
、
い
わ
ゆ
る

「
手
取
り
額
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
職
員
課
人
事
給
与
係
（
℡　

‐
７

２４

０
３
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

FAX
２３

給　

与　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費

　

普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
休

日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計
を
合
算

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

 

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
決
算
歳

２３

出
額
４
０
８
億
９
６
２
５
万
９
０
０

０
円
の
う
ち
、
人
件
費
は　

億
６
２

６８

５
１
万
１
０
０
０
円
（　

・
８
㌫
、

１６

平
成　

年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

２２

の
増
）
で
し
た
。

平
均
給
料
月
額
・
平
均
年
齢

初
任
給
・
平
均
給
料
月
額

特
別
調
整
額
の
支
給
割
合

 

普通会計の人件費内訳 

市長･議員・ 
各種委員等給料・報酬 
9億3620万1000円 
（13.6％） 

共済費 
10億9095万円 
（15.9％） 

退職手当 
8億3894万3000円 
（12.2％） 

職員手当 
5億1128万2000円 
（7.5％） 給料 

25億 
6953万 
3000円 
（37.4％） 

期末勤勉手当 
9億1560万 
2000円（13.4％） 

（平成２３年度決算） 

（平成２４年４月１日現在）

国福知山市区分
１７万２２００円１７万２２００円初 任 給

大
学
卒

２７万７６７５円経験１０年
３１万４６００円経験１５年
３３万９３６０円経験２０年

１４万 １００円１４万 １００円初 任 給
高
校
卒

２３万２８００円経験１０年
２８万４６００円経験１５年
３１万５６３３円経験２０年

※一般行政職

支給割合役職区分

１０％課 長 補 佐 級

１２％課 長 級

１３％次 長 級

１５％部 長 級

※特別調整額とは、管理または
監督職にある者に対して支給
される役職手当のことです。

（支給額＝給料月額×支給割合）

（平成２４年４月１日現在）

国福知山市
区分 平均

年齢
平均給料
月　　額

平均
年齢

平均給料
月　　額

４２歳１０月３２万９９１７円４３歳１０月３３万 ４００円
一　般
行政職

４９歳 ９月２８万５０３０円５２歳 ４月３４万１３００円
技　能
労務職

（注）一般行政職とは、消防職や看護保健職、技能労務職などを
除いた職員。技能労務職とは、給食調理員などをいいます。

　　　国の平均給料月額は、減額措置前の金額です。

（平成２４年４月１日現在）

９
日（
日
）大
江
町
毛
原 

　
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
「
毛
原
の
棚
田
の

農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
に
出
か

け
た
。
当
日
は
近
隣
や
京
阪

神
地
域
か
ら
約
６０
人
の
み
な

さ
ん
に
田
植
え
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
。
好
天
と
大
自
然

に
つ
つ
ま
れ
、
交
流
と
体
験

の
一
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え

た
こ
と
と
喜
ん
で
い
る
。 

１３
日（
木
）土
地
内 

早
朝
市
内
の
茶
園
で
行
わ
れ

た
一
番
茶
の
茶
摘
み
を
激
励
し
た
。
今

年
は
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
で
、
茶

の
生
育
が
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
聞
き
心
配
し
て
い
た
。
お
茶

は
本
市
の
農
業
の
中
で
重
要
な
特
産
物

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
「
丹
波
福
知

山
の
お
茶
」
の
産
地
銘
柄
ブ
ラ
ン
ド
力

の
更
な
る
向
上
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。 

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

２
月　

日（
土
）　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２３

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）
が
、
前
身
の
宮

福
鉄
道
の
設
立
か
ら
数
え
、　

周
年
を
迎
え
た
。

３０

　

そ
の
記
念
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江

駅
周
辺
で
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
営
業
戦
略
や
今
後

の
地
方
鉄
道
の
あ
り
方
を
話
し
合
い
、
ま
た
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
を
応
援
す
る
沿
線
の
高
校
生
の
取
り
組
み
発
表
や

鉄
道
模
型
の
乗
車
会
、
沿
線
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
も
集
合
す
る
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

み
な
が
ら
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
宮
福
線
は
、
国
鉄
再
建
法
に
よ
り
工
事
が

中
断
し
て
い
た
が
、「
地
域
の
た
め
に
何
と
し
て
も
完

成
さ
せ
る
」
と
い
う
先
人
た
ち
の
熱
い
思
い
で
事
業

再
開
さ
れ
、
今
日
ま
で
こ
の
地
域
の
た
め
に
走
り
続
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
は
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
２
と
減
少
。
運
賃

収
入
の
減
少
や
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
費
用
の
増
加
に
よ

り
、
経
営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
先
人
た
ち

が
守
り
ぬ
い
た
鉄
道
を
、
何
と
し
て
も
次
の
世
代
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
、
ぜ
ひ
と
も
み
な
さ
ん

に
も
積
極
的
に
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
、こ

の
鉄
道
を
愛
し
、地
域

を
上
げ
て
守
り
育
て

て
い
た
だ
き
た
い
。
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　自分のペースで日本三景の天橋立や伊根の舟屋など
を自転車でぐるっと一周し、雄大な景色や自然、地域
の人と触れあいながら楽しく走るイベントです。休憩
所では特産品など地元ならではのおもてなしがありま
す。この機会に、中丹・丹後地域の魅力を感じながら
自転車で走ってみませんか？
　と　き　６月２日（日）午前６時～午後６時
　　　　　　※受付・前日祭は６月１日（土）
　コース・参加費
　Ａコース　中丹・丹後地域一周　約１９０㌔㍍　９５００円
　Ｂコース　丹後地域一周　約１００㌔㍍　８０００円
　　※発着はいずれも天橋立（宮津市）
　　※小学生 (４年生以上 )はいずれも２５００円
　定　員　１５００人程度（先着順）

〜京都うみ・やま・さと〜

自転車でぐるっと一周！
参加者募集！ 

タ　ン　タ　ン 

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率

 

退
職
手
当
の
支
給
率

特
別
職
の
給
料
と
報
酬

※
条
例
に
基
づ
き
市
長
は
４
月
〜
３

月　

％
、
副
市
長
は
４
月
〜
３
月

１５

　

％
の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１０（　

）内
は
減
額
措
置
前
の
金
額
で

す
。

職
員
数
の
状
況　
　
　
　
　
　
　
　

部
門
別
職
員
数
の
状
況

▼
職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職
員

数
で
あ
り
、
休
職
者
、
派
遣
職
員
な

ど
を
含
み
ま
す
が
、
臨
時
職
員
や
非

常
勤
職
員
は
除
い
て
い
ま
す
。

▼
消
防
の
体
制
強
化
な
ど
を
除
き
、

業
務
の
統
廃
合
や
退
職
に
よ
る
人
員

不
補
充
に
よ
り
、
職
員
数
の
削
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

（平成２４年度）

定年勧奨自己都合１人当たりの
平均支給額　 ２３０３万円２５２４万７０００円８３５万４０００円

（各年４月１日現在）（人）

（平成２４年４月１日現在）

（注）１人当たりの平均支給額は、平成２３年度に退職した
職員の平均額です。

国福 知 山 市区　　分

（平成２４年度支給割合）
　　　 期末手当　　勤勉手当
６月期　１．２２５月　　０．６７５月
１２月期　１．３７５月　　０．６７５月
　計　　 ２．６０月　　 １．３５月

　　　（平成２４年度支給割合）
　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
　　　６月期　１．２２５月　　０．６７５月
　　　１２月期　１．３７５月　　０．６７５月
　　　　計　　 ２．６０月　　 １．３５月

期末手当
勤勉手当

３級…………   ５％
４級、５級……１０％
６級、７級……１５％

３級（主査・主任・係長級）…………   ５％
４級（課長補佐級）、５級（課長級）…１０％
６級（次長級）、７級（部長級）………１５％

役職に応
じた加算
措置あり

合計
公営企業会計などの部門

計

普通会計

部門
特別行政部門一般行政部門

小計その他下水道水道病院小計消防教育小計福祉一般
行政

１２６５５５５５４２３３４４４４７１０１９１１１７７４５１９１９１３２８平成
２４年度

１２８３５６０５４２６３５４４５７２３１９１１１４７７５３２１９４３３８平成
２３年度

－１８－５０－３－１－１－１３０３－３－１３－３－１０対前年
増減数

勧奨・定年退職自己都合退職区　分

３０.５５月分２３.５月分勤 続２０年

４１.３４月分３３.５月分勤 続２５年

５９.２８月分４７.５月分勤 続３５年

５９.２８月分４７.５月分最高限度額
定年前早期退職特例措置（２～２０％加算）その他の加算措置

月　額区　分

７９万４７５０円 
（９３万５０００円）市　 長

給　

料 ６８万４０００円 
（７６万円）副 市 長

４９万５０００円 議 長
報　

酬
４４万円 副 議 長

４１万円 議　 員

申込方法　５月６日（月・祝）まで公式ホームページ
（http://jtbsports.jp/contents/kitakyoto/）で受付
問い合わせ　ＴＡＮＴＡＮロングライド実行委員会事務局
（℡０７５-２４１-３１８１・FAX０７５-２５５-６７４１・
　Ｅメール　tantan@west.jtb.jp）
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前
・
前
々
月
号
で
は
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）」「
介
護
老
人
保
健
施
設
」「
介
護
療

養
型
医
療
施
設
」
の
３
つ
で
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
共
通
す
る
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 
対 
象 
者 　

介
護
認
定
で
「
要
介
護
１
〜

５
」
と
認
定
さ
れ
た
人
（
要
支
援
は
対
象
外
）

 
申 
込 
先　

直
接
、入
所
を
希
望
す
る
施
設

へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
入
所
の
決
定
方
法 　

空
き
部
屋
が
出
た
場

合
、
施
設
で
設
置
す
る
入
所
判
定
委
員
会
に

お
い
て
、
本
人
の
状
態
や
家
族
環
境
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
度
合
い
の
高
い
人
か

ら
入
所
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申
込
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）

 
費　
　

用 　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用

（
１
割
分
）
の
ほ
か
、
居
住
費
、
食
費
な
ど

の
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
そ 
の 
他 　

市
内
だ
け
で
な
く
市
外
の
施

設
に
も
入
所
は
可
能
で
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は
介
護
が
で

き
な
い
人
が
対
象
の
施
設
で
、
食
事
・
入
浴
な

ど
の
日
常
生
活
の
介
護
や
健
康
管
理
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

多
床
型
（
一
つ
の
部
屋
に
ベ
ッ
ド
が
複
数
あ

る
タ
イ
プ
）と
個
室
型
が
あ
り
、最
近
は
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
（
個
室
を
持
っ
た　

人
程
度
の
利
用
者

10

を
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
生
活
単
位
）
と
し
、
食
堂
、

台
所
、
浴
室
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
同
じ
介

護
チ
ー
ム
に
よ
る
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ケ

ア
を
行
う
タ
イ
プ
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
そ
の
3
） 

【介護サービス費の目安】　　　　　 （１日あたり）

多床室ユニット型個室

６３０円６５９円要介護１

６９９円７２９円要介護２

７７０円８０２円要介護３

８３９円８７２円要介護４

９０７円９４１円要介護５

イ
ラ
ス
ト
提
供
／　
　

な
か
じ
ま
こ
の
か
さ
ん

＊ ほかに居住費、食費などがかかります。

【市内の施設】

電話番号住　　　所施　設　名

２４-１０１５字天田１４番地の２
特別養護老人ホーム
にれの木園

２３-１４３６字猪崎２５番地の１
特別養護老人ホーム
三愛荘

２３-４０７２字大門９００番地特別養護老人ホーム
豊の郷

３４-０５５７字榎原１８０番地の２
介護老人福祉施設
サンヒルズ紫豊館

３３-３１５５字猪野 ３々１番地の１岩戸ホーム

２０-２７５０字大内３１７３番地の１
特別養護老人ホーム
六人部晴風

５９-２５２５三和町友渕７９番地の１３２
特別養護老人ホーム
みわの里

３８-１０３１夜久野町平野１０３０番
地

特別養護老人ホーム
グリーンビラ夜久野

５６-１９８１大江町二俣１６０７番地特別養護老人ホーム
五十鈴荘
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介
護
老
人
保
健
施
設

　

症
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お

い
た
介
護
が
必
要
な
人
が
対
象
の
施
設
で
、

医
学
的
な
管
理
の
も
と
で
の
介
護
や
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
院
を
退
院

し
た
が
リ
ハ
ビ
リ
や
看
護
・
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
な
ど
が
、
自
宅
に
戻
る
ま
で
の
間
、

医
療
ケ
ア
と
日
常
生
活
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
施
設
で
、
病
院
と
家
庭
と
の
中
間
的
な
性

格
を
持
ち
ま
す
。

 

介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
、
症
状
は
安
定

し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
療

養
が
必
要
な
人
が
対
象
の
施
設
（
介
護
体
制

が
整
っ
た
医
療
施
設
（
病
院
））
で
、
医
療
や

看
護
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

人権シリーズ ～いくつになっても
　　　　健康で自分らしい生活を～

来
月
号
か
ら
は
、
よ
り
地
域
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
℡　

‐
７
０
１
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさん
が、住み慣れた地域でその人らしい生活が継続
できるように総合的に支援しています。
　高齢者が健康に過ごし、介護を要する状態に
なることを予防するために、運動や 口  腔 ケア、

こう くう

栄養などの各種教室を開催したり、介護保険の
要介護認定で要支援１・２と認定された人が介護
保険サービスを利用するためのケアプランの作
成を行ったりすることで、高齢になっても在宅
での生活を続けていけるよう支援しています。
　また、高齢者の権利擁護のため、虐待につい
ての相談・連絡・通報を受け付けています。認
知症などで判断能力が低下している人には成年
後見制度などを紹介し、活用いただけるよう調
整しています。
　地域においても、ケアマネジャー、医療機関、
高齢者福祉施設など高齢者にかかわっている関

係機関と連携して、認知症サポーターの養成や
高齢者を地域で支援するためのネットワークづ
くりをすすめています。
　住み慣れた地域で高齢者のみなさんが安心し
て暮らしていけるように、この他にもさまざま
な事業を行っています。高齢者の介護や生活に
関わるお尋ねや、心配ごとでお困りの場合は、
地域包括支援センターにご相談ください。
【福知山市地域包括支援センター】
■中央包括支援センター
　（市役所内　℡２４-７０７３・ＦＡＸ２２-９０７３）
■東部包括支援センター
　（三和支所内　℡５８-３０１０・ＦＡＸ５８-３０１３）
■西部包括支援センター
　（夜久野支所内　℡３７-１１０８・ＦＡＸ３７-５００２）
■北部包括支援センター
　（大江支所内　℡５６-１１０６・ＦＡＸ５６-２０１８）

【市内の施設】

電話番号住　　　所施設名

２２-２１２０字堀３３７４番地老人保健施設　さくら苑

２７-６１００土師宮町２丁目１７３番地老人保健施設　第一緑風苑

【市内の施設】

電話番号住　　　所施設名

２７-１５８８土師宮町２丁目１７３番地松本病院

３３-２２６０字牧１６１６番地の１渡辺病院

【介護サービス費の目安】　　　　　 （１日あたり）

多床室ユニット型個室

７８６円７８９円要介護１

８３４円８３６円要介護２

８９７円９００円要介護３

９５０円９５３円要介護４

１,００３円１,００６円要介護５
＊ ほかに居住費、食費などがかかります。
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
次

２５

の
医
療
の
受
付
窓
口
が
、
京
都
府

中
丹
西
保
健
所
か
ら
市
役
所
に
変

わ
り
ま
す
。

▼
未
熟
児
養
育
医
療

　

出
生
体
重
２
０
０
０
㌘
以
下

ま
た
は
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま

ま
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
、

所
得
に
応
じ
て
入
院
に
必
要
な
医

療
費
の
一
部
が
公
費
負
担
に
な
り

ま
す
。

▼
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
児
童
（
＝

　

歳
未
満
）
ま
た
は
、
そ
の
ま
ま

１８放
置
す
る
と
将
来
障
害
を
残
す
と

認
め
ら
れ
る
疾
患
が
あ
る
児
童
で
、

指
定
医
療
機
関
で
そ
の
治
療
な
ど

を
行
っ
た
場
合
、
所
得
に
応
じ
医

療
費
の
一
部
が
公
費
負
担
に
な
り

ま
す
。（
※
原
則
、
事
前
申
請
が
必

要
で
す
。）

 
申
請
・
問
い
合
わ
せ 　

子
育
て

支
援
課
児
童
福
祉
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対

象
と
な
ら
れ
て
い
る
人
に
、
ネ
ブ

ラ
イ
ザ
ー
（
吸
入
器
）
や
車
い
す

な
ど
の
日
常
生
活
用
具
を
、
必
要

に
応
じ
て
給
付
し
ま
す
。

 
対　
　

象

▼
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
対
象
者
で
、
在
宅
療
養
さ

れ
て
い
る
人

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
に
よ

る
施
策
の
対
象
に
な
ら
な
い
人

※
用
具
の
購
入
後
の
申
請
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
世
帯
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担

が
必
要
で
す
。

 
申
請
・
問
い
合
わ
せ 　

子
育
て

支
援
課
児
童
福
祉
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

国
民
年
金
に
は
、　

歳
以
上
の

２０

学
生
（
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校

な
ど
の
各
種
学
校
の
学
生
）
の
前

年
度
所
得
が
、
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
学
生
期
間
中
は
保
険
料
を

納
付
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

 
申
請
期
間

　
　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月　

日
３１

 
申
請
に
必
要
な
も
の 　

　

学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学

証
明
書
の
原
本
、
申
請
書

※
申
請
は
各
学
年
毎
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
平
成　

年
２４

度
に
申
請
さ
れ
、
引
き
続
き
同
じ

学
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
は
、

４
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
期
間
の
保
険

料
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
古

１０

い
期
間
か
ら
順
に
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 
申
請
・
問
い
合
わ
せ 　

市
民
課

国
民
年
金
係
（
℡　

‐
７
０
５
７
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

子
育
て
・
福
祉 
子
育
て
・
福
祉 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

ご
存
じ
で
す
か
？　

国
民
年

金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

「
未
熟
児
養
育
医
療
・
自
立
支

援
医
療（
育
成
医
療
）」

受
付
窓
口
変
更
の
お
知
ら
せ

国保ひと口メモ
���

�

国民健康保険料の納め忘れはありませんか？
　国民健康保険料は、国民健康保険加入者の医療費の
支払いなど「国民健康保険事業」の費用に充てる大切
な財源です。
　安定した国民健康保険事業運営のため、納期限まで
に国民健康保険料を納めてください。
　納期限までに納められないと、その後督促状が発送
され、差し押さえなどの滞納処分を受けることがあり
ますので、納期限は必ず守りましょう。
　また、滞納が続くと、通常の「国民健康保険被保険
者証」ではなく、有効期限の短い「短期保険証」や、
診察費用を全額負担しなければならない「資格証明
書」が交付されることになります。
　今一度、国民健康保険料の納め忘れがないかご確認
ください。納め忘れを防ぐためにも、便利で安心な口
座振替をおすすめします。

国民健康保険料を支払っているのに被保
険者証の有効期限が切れていませんか？
　期限切れの「短期保険証」は、医療機関でご利用に
なれません。市役所保険課・各支所窓口相談係に、期
限切れの被保険者証と顔写真付き身分証明書（運転免
許証など）をご持参ください。納付相談のうえ、「短
期保険証」を更新します。
※来庁前１４日以内に金融機関に支払いをされた場合
は、領収書もご持参ください。
●更新手続きは、有効期限の２週間前から受け付けて
います。
●支払っているのに「資格証明書」をお持ちの人は、
今後の納付方法やご事情をお聞かせいただいたうえ、
「短期保険証」への変更ができます。「資格証明書」
と顔写真付き身分証明書（運転免許証など）をご持参
ください。
●いずれの場合も督促手数料・延滞金も含めて完納の
場合、「短期保険証」ではなく、通常の「国民健康保
険被保険者証」を発行します。

◆口座振替、納付書の再発行、更新手続きなど詳しくは
保険課国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）までお問い合わせください。
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京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
職
員
に
よ
る
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
の
納
期
を
過
ぎ
た
人

の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日（
金
）

２９

午
前
９
時
〜
正
午

・
市
役
所
２
階
（
税
務
課
）

 
予
約
方
法 　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、税
務
課（
℡　

‐
７
２４

０
２
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）ま
た

ＦＡＸ
２３

は
、保
険
課（
℡　

‐
７
０
１
９
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

※
京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
で
は
、
随
時
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事
務

所
（
大
江
支
所
内　

℡　

‐
０
３

５６

４
０
・　
　

‐
０
７
４
０
）

ＦＡＸ
５６

　

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
条
件
に

あ
て
は
ま
れ
ば
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
平
成　
２５

年
度
か
ら
新
た
に
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
窓
口
相
談
係
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

期
限
内
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合

や
、
障
害
の
程
度
・
軽
自
動
車
の

使
用
状
況
な
ど
が
条
件
に
あ
て
は

ま
ら
な
い
場
合
は
、
減
免
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
減
免
継
続
対
象
者
に
は
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
減
免
対
象
車
両
は
、
障
害
者
１

人
に
つ
き
１
台
（
普
通
自
動
車
を

含
む
）
で
、
障
害
者
が
７
割
以
上

乗
車
し
て
い
る
車
両
に
限
り
ま
す
。

 
申
請
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜

４
月　

日（
火
）

２３

 
申
請
に
必
要
な
も
の 　

納
税
義

務
者
の
印
鑑
、
車
検
証
、
運
転
者

の
運
転
免
許
証
、
減
免
申
請
書
、

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど

 
申
請
・
問
い
合
わ
せ 　

税
務
課

市
民
税
係
（
℡　

‐
７
０
２
４
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）
お
よ
び
各
支

ＦＡＸ
２３

所
窓
口
相
談
係

４
月
１
日（
月
）は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第　

期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

１０

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

FAX
２３

福
知
山
市
納
付
相
談
の
お
し
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
人
へ　

軽
自
動
車
税
減
免

申
請
の
お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
人
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト 

相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
「
ふ
く
ふ
く
」
を 

ご
活
用
く
だ
さ
い 

相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
「
ふ
く
ふ
く
」
を 

ご
活
用
く
だ
さ
い 

相談・支援機関へ 

園・学校へ 

家庭から 

医療機関へ 

療育機関へ 

　

障
害
が
あ
る
な
ど
で
日
常
生
活
を

送
る
う
え
で
配
慮
や
支
援
を
必
要
と

す
る
人
が
、
生
涯
に
わ
た
り
一
貫
し

た
よ
り
よ
い
支
援
を
受
け
て
い
た
だ

く
た
め
、
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
「
ふ

く
ふ
く
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
と
は　
　
　
　

　

障
害
な
ど
で
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
人
の
記
録
（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・

発
達
・
相
談
・
支
援
内
容
な
ど
）
を

保
管
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
す
。
将
来
の

自
立
に
向
け
て
、
本
人
の
よ
り
よ
い

成
長
を
目
指
し
、
本
人
・
保
護
者
と

関
係
機
関
を
つ
な
ぐ
た
め
の
も
の
で

す
。
フ
ァ
イ
ル
の
保
管
・
管
理
は
保

護
者
や
本
人
が
行
い
ま
す
。

相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
方
法　

　

就
学
時
健
診
や
就
学
相
談
、入
園
・

入
学
時
の
担
任
と
の
個
人
懇
談
、
医

療
機
関
・
就
労
支
援
機
関
に
か
か
る

と
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と

き
な
ど
に
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
本
人
の
特
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
適
切
な
関
わ
り

や
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
活
用
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
本

人
の
成
長
に
合
わ
せ
て
書
き
加
え
た

り
、
記
録
や
写
真
な
ど
の
資
料
を 
綴 と

じ
た
り
す
る
な
ど
、
成
長
の
記
録
と

し
て
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で　
　
　
　

・
今
ま
で
の
成
長
の
経
過
や
支
援
内

容
が
相
談
先
の
担
当
者
に
伝
わ
り
や

す
く
な
り
、
保
護
者
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

・
学
校
や
職
場
、
支
援
者
が
変

わ
っ
て
も
、
情
報
の
引
継
ぎ
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。

・
本
人
が
入
院
し
た
り
、
預
か
っ
て

も
ら
う
必
要
が
出
て
き
た
と
き
に
、

必
要
な
情
報
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
、
配
慮
事
項
な
ど
を
適
切
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
将
来
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必

要
が
で
て
き
た
と
き
、
幼
児
期
か
ら

の
状
況
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

 
配
布
場
所 　

学
校
教
育
課
、
社
会

福
祉
課
、
通
級
指
導
教
室
幼
児
部
、

通
園
療
育
セ
ン
タ
ー「
く
り
の
み
園
」、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
き
ら
き
ら
」

 
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学
務

係（
℡　

‐
７
０
６
２
・　
　

‐
４
８

２４

ＦＡＸ
２４

８
０
）

乳幼児期　園や療育機関などとの情報共有
ができます。
学齢期　学校や医療機関などとの情報共有
ができ、適切な支援を受けることに役立ち
ます。また、進級・進学・転校時などの支
援を引き継ぐ際に活用できます。
青年期　大学進学時の配慮や就労時などで、
本人にあった福祉サービスを受けるときに
役立ちます。
成人期　就労支援を受けるときや、年金申
請、生活支援などを受けることが必要と
なったとき、これまでの状況が確認できる
ので、本人にあった支援や手続きがスムー
ズに行えます。
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地
元
産
品
、
手
づ
く
り
品
が
大

集
合
。
軽
ト
ラ
市
、
太
鼓
、
ダ
ン

ス
発
表
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
食
べ
る
・
見
る
・
聴
く
楽

し
み
が
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日（
日
）

３１

午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０

行
）

・
三
和
支
所
前
い
こ
い
の
広
場
周

辺
（
三
和
町
千
束
）

 
駐 
車 
場 　

長
田
野
工
業
団
地

ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和
（
三
和
町

み
わ
）
内
特
設
駐
車
場

 
問
い
合
わ
せ 　

丹
波
み
わ
コ
ト

お
こ
し
協
議
会
事
務
局
（
福
知
山

東
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
内　

担
当：

山

脇　

℡　

‐
２
２
２
４
） 

５８

　　

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
必
ず

死
亡
し
て
し
ま
う
と
い
う
た
い
へ

ん
恐
ろ
し
い
伝
染
病
で
す
。
近
年
、

日
本
国
内
で
は
発
症
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
中

心
に
世
界
で
年
間
５
万
人
以
上
の

死
亡
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め

の
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後　
９１

日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
年
１
回
（
４
・
５
・
６
月
中
）

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
守
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
、
罰
則
（　

万
円
以

２０

下
の
罰
金
）
も
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
、

屋
内
犬
、
屋
外
犬
を
問
わ
ず
、
４

月
に
実
施
す
る
地
域
を
巡
回
す
る

集
合
注
射
、
ま
た
は
市
内
の
動
物

病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た

時
、
す
で
に
飼
わ
れ
て
い
る
犬
が

死
亡
し
た
時
、
転
入
、
譲
渡
さ
れ

た
場
合
は
必
ず
生
活
交
通
課
、
ま

た
は
各
支
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

●
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
日
程

４
月
２
日（
火
）〜
４
月　

日（
土
）

２０

　

集
合
注
射
の
日
程
・
会
場
は
、

生
活
交
通
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

手
数
料
（
１
頭
に
つ
き
）

▼
新
規
登
録
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

▼
注
射
手
数
料　
　

３
２
０
０
円

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
当
日
の
受
付

　

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
事
前

に
通
知
書
（
は
が
き
）
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
未
登
録
の
犬
の
飼

い
主
の
み
な
さ
ん
は
、
当
日
注
射

会
場
に
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
の
注
射
会
場
へ
お
越
し
い
た

だ
い
て
も
登
録
と
注
射
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
越
し
の
際
は

　

集
合
注
射
の
会
場
で
は
、
犬
が

注
射
や
他
の
犬
を
恐
れ
、
暴
れ
て

注
射
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

愛
犬
が
安
心
し
て
注
射
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
飼
い
主
も
し
く
は
ご

家
族
な
ど
で
普
段
か
ら
犬
と
接
し

て
お
ら
れ
る
人
が
、
会
場
に
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の

排
便
は
済
ま
せ
た
う
え
で
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、 
咬 こう

 
傷 
事
故
や
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

し
ょ
う

め
、
リ
ー
ド
を
外
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ふ
ん
尿
な
ど
は
、

飼
い
主
の
責
務
と
し
て
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
が
快
適
・
健
康
に
暮
ら
せ 

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
社
会

や
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、愛
情
と
責
任
を
も
っ

て
終
生
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２

２４

０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

丹
波
み
わ
コ
ト
お
こ
し

軽
ト
ラ
市

な
か
循
環
路
線
バ
ス
（
北
ル
ー
ト
）」
も
便
利
で
す
。

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

福
知
山
駅
か
ら
市
民
病
院
ま
で
の
区
間
は
、

午
前
中
は　

分
に
１
本
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま

１５

た
、
平
日　

分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る
「
ま
ち

３０

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
バババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

イラスト提供／
にしやまみほさん

人
と
動
物
が
、共
に
幸
せ
な

く
ら
し
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

関西国際空港を
ご利用のみなさんへ

　関空連絡橋を通行する車両に対して課税され
ます。関空連絡橋の通行料金と併せて、同一の方
法（現金、クレジットカード、ＥＴＣ）でお支払いくだ
さい。みなさんのご理解をよろしくお願いします。
■泉佐野市税務課（℡０７２-４６３-１２１２）

関空連絡橋通行料金
＋

関空橋税100円
（関空連絡橋通行料金に障害者割引が適用される人は５０円）

昨年の第１回の様子
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みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

購
入
日
に
、
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
の
北
ル
ー
ト
・
南
ル
ー

ト
に
何
回
で
も
乗
降
で
き
る
乗
車
券
で
す
。
ま
ち
な
か
循
環
路

線
バ
ス
の
車
内
で
購
入
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
得
な
１
日
乗
車
券

一
日
何
度
で
も

乗
降
可
能
！

お
と
な　
　
　

3
0
0
円

小
学
生
以
下　

1
5
0
円

　国道９号線の 土  師 川をはさんだ対岸、市内の 喧  騒 から少し離れた緑豊かな三俣地域にある
は ぜ けん そう

若宮八幡神社。この社の 内  陣 には、 御  神  体 としてまつられている石造 宝  篋  印  塔 が静かにた
ない じん ご しん たい ほう きょう いん とう

たずんでいます。
　宝篋印塔とは、「 宝  篋  印  陀  羅  尼  経 」と言われるお経を納めた塔のことです。後に 供  養  塔 

ほう きょう いん だ ら に きょう く よう とう

や 墓  碑  塔 の代表的なものの一つとして宗派を問わず各地に数多く建立され、石造製のものは
ぼ ひ とう

鎌倉時代頃から造られ始めました。当社のこの塔は、 相  輪 、 笠 、 塔  身 、 基  礎 をそれぞれ一石
そう りん かさ とう しん き そ

の 花  崗  岩 を彫り出して造っており、計四石からなります。
か こう がん

現在はこれらに加えて本来とは別の石材による 基  壇 の上
き だん

に置かれています。塔身には 梵  字 が刻まれ、基礎には上
ぼん じ

部が花のような形で下部がお椀のような形をした 格  挟  間 
こう ざ ま

といわれる 文  様 の装飾が施されています。制作年代につ
もん よう

いては確かな記録は残っていませんが、各部のつりあい、
姿の力強さ、笠の 隅  飾 りなどの技法から、鎌倉時代後期

すみ かざ

頃のものと考えられる福知山市内でも最古級の宝篋印塔
です。
　この宝篋印塔は、誰が、どのような願いや思いを持っ
て建立したのか、また、いつの頃からこの神社の御神体
となったかはわかっていません。ただ、長き年月を経て
もなお、この塔に残る花崗岩の独特の 色  彩 と風合いは、

しき さい

地域のみなさんにより大切に守られてきた歴史の長さを
物語る貴重な福知山の文化財の一つです。

   212121

1基  総高 120.0㌢㍍ 

相輪 

笠 

塔身 

基礎 

基壇 

　平成１４年度に着手した夜久野町史 編  纂 事業の集大成「夜
へん さん

久野町史　第四巻（通史編）」が完成しました。旧石器・
縄文時代から平成の合併まで、夜久野の歴史を年代順に記
述したもので、最新の歴史研究の成果を盛り込んだものに
なっています。

Ａ５版、本文１２１４㌻、口絵写真８㌻、織物装上製本箱入り
販売価格　６５１０円（税込、本体価格６２００円）
販売予定部数　３６０部（平成２５年２月１４日発行）
販売場所　会計室（内記三丁目）、夜久野支所（夜久野町
下町）、福知山市郷土資料館（福知山城内、内記一丁目）

「第一巻」から「第三巻」も好評発売中！

●第一巻　自然科学・民俗編　５０００円（税込）
（平成１７年２月発行、Ａ５版、本文７７７㌻、口絵写真７６㌻）
●第二巻　資料編　考古、古代、中世、美術　４２００円（税込）
（平成１９年３月発行、Ａ５版　本文４５０㌻、口絵写真１２㌻）
●第三巻　資料編Ⅱ　近世、近現代　４２００円（税込）
（平成２０年３月発行、Ａ５版、本文６１０㌻、口絵写真６㌻）

夜久野町史第四巻夜久野町史第四巻
（通史編）発売！（通史編）発売！

　問い合わせ　まちづくり推進課
（℡２４‐７０３３・ＦＡＸ２３‐６５３７）
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引
越
し
を
さ
れ
る
場
合
は

必
ず
届
け
出
を

　

３
月
・
４
月
は
、
転
入
や
転
出
、

転
居
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市

ガ
ス
・
水
道
を
お
使
い
の
人
で
引

越
し
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
開

栓
・
閉
栓
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
大
変
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
４
〜
５
日
前
ま
で
に
お
客

さ
ま
番
号
（
使
用
量
の
お
知
ら
せ

や
納
付
書
、
建
物
の
ド
ア
ノ
ブ
の

エ
フ
（
連
絡
札
）
な
ど
に
記
載
）

を
確
認
の
う
え
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
※
ガ
ス
の
開
栓
に
は
立
ち
合

い
が
必
要
で
す
。

 
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

▼
月
〜
金
（
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
）　

ガ
ス
水
道
部
営

１５

業
課
収
納
係
（
℡　

‐
６
５
０
１
・

２２

　
　

‐
６
５
５
５
）

ＦＡＸ
２２

▼
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
（
午
後

５
時　

分
〜
翌
午
前
８
時　

分
）

１５

３０

　

福
知
山
市
上
下
水
道
ガ
ス
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱
（
℡　

‐
４
８

２４

８
１
・　
　

‐
４
８
２
２
）

ＦＡＸ
２４

 

一
部
の
簡
易
水
道
地
域
を
上

水
道
地
域
に
統
合
し
ま
す

　

４
月
か
ら
、
牧
川
筋
簡
易
水
道

地
域
（
岩
戸
・
金
谷
・
十
三
丘
・

下
小
田
・
立
原
・
下
川
口
の
６
簡

易
水
道
）
を
上
水
道
地
域
へ
統
合

し
ま
す
。
統
合
に
伴
う
料
金
な
ど 

の
詳
細
は
、
牧
川
筋
簡
易
水
道
地

域
の
み
な
さ
ま
へ
各
戸
配
布
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
収
納
係

（
℡　

‐
６
５
０
１
・　
　

‐
６

２２

ＦＡＸ
２２

５
５
５
）

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ガ
ス
事
業
の
民
間
譲
渡
に
伴
い
、
４
月
１
日
以
降
の
旧
市
ガ

ス
に
関
す
る
業
務
（
開
閉
栓
・
受
付
・
料
金
な
ど
）
は
、
次
の

２
社
が
行
い
ま
す
。

●
一
般
ガ
ス
事
業

　

福
知
山
都
市
ガ
ス
㈱（
℡　

‐
１
５
０
０
・　
　

‐
２
５
２
５
）

２４

ＦＡＸ
２４

●
簡
易
ガ
ス
事
業

　

伊
丹
産
業
㈱（
℡　

‐
９
３
８
８
・　
　

‐
９
１
１
９
）

２２

ＦＡＸ
２２

　

な
お
、
今
後
の
取
扱
い
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
客
様
へ
各
戸

配
布
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
市
ガ
ス
事
業
」 

４
月
１
日
か
ら 

福
知
山
都
市
ガ
ス
㈱ 

伊
丹
産
業
㈱
へ 

「
市
ガ
ス
事
業
」 

４
月
１
日
か
ら 

福
知
山
都
市
ガ
ス
㈱ 

伊
丹
産
業
㈱
へ 

窓
口
延
長
を
実
施
す
る
曜
日
と
時
間　

２
月
〜
４
月
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
５
時　

分
〜
７
時　

お
も
な
取
扱
業
務
と
窓
口
は
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま

１５

　

月　

日
号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
職
員
課（
℡　

‐
７
０
３
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

１２

１５

２４

ＦＡＸ
２３

市
役
所
本
庁　

平
日
の
窓
口
業

務
取
扱
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

福知山市ガス基地ＬＮＧタンク（奥野部）

　福知山市展委嘱作家（彫刻の部）６人による彫刻展を開催します。
　立体造形の力強さ、空間がもたらす 余  韻 など、作品を通して彫刻

よ いん

芸術のすばらしさをお楽しみください。
とき・ところ　３月３１日（日）まで　
・佐藤太清記念美術館２階展示室（内記一丁目）
展示作品　１４点（福知山市展委嘱作家・彫刻の部の 芦  田  謙 さん、 

あし だ けん

 一  常  宗  玄 さ
いち じょう そう げん

ん、 井  上  重  典 さん、 荻  野  敏  治 さん、 檀  明 さん、
いの うえ しげ のり おぎ の とし はる だん あきら

 仲  田  軍  兵  
なか た ぐん ぺい

さんの各作品）
入 館 料　おとな２１０円、子ども１００円　
開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）　
休 館 日　毎週火曜日
問い合わせ　佐藤太清記念美術館（℡兼ＦＡＸ　２３-２３１６）



15 広報ふくちやま　H25（2013）．3．1

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

洗
濯
機
が
故
障
し
た

ん
や
け
ど
、古
い
型
の
も
の
や
か
ら
直

さ
ん
と
新
し
い
の
に
替
え
よ
う
か
な
あ
。

洗
濯
機
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

や
っ
た
か
い
な
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

他
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
っ
て
ど
ん
な

も
ん
が
あ
る
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　
「
エ
ア
コ
ン（
室
外
機
も
含
む
）」、「
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
型
・
薄
型
）」、「
冷
蔵
・
冷
凍
庫
」、「
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
」を�
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
４
品
目
�と
言
う
ん

や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
っ
た
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

い
ら
な
く
な
っ
た
家
電
製
品
か
ら
有
用
な

部
分
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、廃
棄
物
の
減
量
と
資
源

の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

と
い
う
法
律
が
あ
っ
て
な
。�
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
４
品
目
�は
、

環
境
パ
ー
ク
で
は
処
分
で
け
へ
ん
の
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
し
た
ら
、処
分
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

有
料
に
な
る
け
ど
、買
っ
た
お
店
に
処
分
を

頼
む
の
が
一
番
簡
単
や
な
。

自
分
で
処
理
す
る
ん
や
っ
た
ら
、郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
支
払
っ
て
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」を
対
象
品
に
貼
り

付
け
て
指
定
の
運
送
会
社
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
よ
い
ん
や
で
。

福
知
山
の
指
定
運
送
会
社
は「
日
本
通
運
」と「
フ
ァ
ー
ス
ト

ラ
イ
ン
」や
で
。（
上
記
参
照
）

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
な
ん
か
。簡
単
に
処
分
で
き
る
ん
や
な

あ
。ほ
ん
な
ら
、ま
ず
は
郵
便
局
へ
行
っ
て
く
る
わ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

料
金
が
違
う
さ
か
い
、郵
便
局
へ
行
く
と
き

は
メ
ー
カ
ー
と
大
き
さ
を
メ
モ
し
て
行
く
ん
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！

　今年も引越しの多い季節になりました。引越し
のときに出るごみについては、「家庭ごみの正し
い分け方・出し方」のパンフレットを参考に分別
して、次のいずれかの方法で出してください。

①指定ごみ袋に入るものを、指定された最寄りの
ごみステーションに、収集日の当日午前８時３０分
までに出す。
②市環境パーク（牧）に、分別して直接持ち込む。

料金／２０㌔㌘までごとに２００円
分別種別／
●燃やすごみ●燃やさないごみ●容器包装プラス
チック●ペットボトル●空きビン●空き缶●スプ
レー缶●乾電池●ライター●蛍光管●発泡スチ
ロール●紙パック●ダンボール●新聞●雑誌●衣
類●畳●家具類●ふとん（素材により燃やすごみ
と燃やさないごみ）●カーペット類●木材（２㍍
以内に切る。竹は１㍍ 以内に切る。枝は取り除
く。）
※直接持ち込みで袋に入れる場合は、中身の見え
る透明袋でお願いします。
開場日時／月～金曜日（祝祭日を含む）午前８時
３０分～正午、午後１時～４時３０分
毎月第１・３回目の日曜日　午前８時３０分～正午
注意！
次のものは、環境パークに持ち込めません。それ
ぞれ購入先や専門業者などにご相談ください。

※リサイクルの手続きは、家電販売店で引き取っ
てもらうか、リサイクル券を郵便局で購入し、
指定運送会社（日本通運℡２２‐２９１４、ファース
トライン℡２０‐２５３０）へ持ち込んでください。

粗大ごみは、次の業者に収集を依頼することもで
きます。
三和・夜久野・大江地区にお住まいの人／

エコノスジャパン㈱（℡３４‐１９９１）
上記以外の地区にお住まいの人／

福知山環境事業協同組合（℡２４‐５２７５）
料金／基本料金１０００円＋２０㌔㌘までごとに５００円

引引越越しし家家庭庭ごごみみのの出出しし方方ににつついいてて（（おお願願いい））
●消火器　　　　　　●ペンキ

●廃油類　　　　　　　　●劇薬・農薬類

●ＬＰガスボンベ　　　●バイク、草刈機などエ
　　　　　　　　　　　　ンジンの付いたもの

●家電リサイクル品目（テレビ、洗濯機・衣類乾燥
　機、冷凍・冷蔵庫、エアコン）

●タイヤ・
　バッテリー
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：１０００歩くん今年度も今月で終わりだね～。健康についていろいろ勉強してきたけど、どうだった？！ 
：そうだね。僕は、１０００歩くんだから、ウォーキングを日課に心がけているよ。 
：さ～すがっ☆　それじゃ～今回は、今年度、健康についてどんなことを心がけてきたか、振り返ってみよ
うか！！ 

：うんうん！！　おもしろいね♪　そうしよう。 

：１０００歩くん自炊してるんだ～！！　すご～い☆　それに、休肝日もちゃんと設けているんだね。 
：えへへ～っ！！　意外とがんばってるでしょ。ちょっと気をつけだしてから、体の調子もいいような気がす
るんだ。 

　けんこウサギちゃんの、『卒煙』も続いてるんだ！！　もう大丈夫だね☆　それから、歯のメンテナンスっ
てどうなの？ 

：うん！！　とってもいいよ。歯科医院で定期的にしっかり掃除してもらえるし、普段の自分の『磨きくせ』
も注意してもらえるから、意識するようになって、毎日しっかりお手入れしているよ。 

：へぇ～。僕も、歯のメンテナンス始めてみようかなぁ。 
：ぜひ、おすすめするよ～！！　市民のみなさんはどうかな？！　自分の健康づくりについて、ちょっとでも意
識してもらってるかな？　健康な体を維持するには、一人ひとりが意識をもって取り組むことが大切だよ。

：２５年度も、健康づくりの情報をどんどんお届けするから、自分にあった健康づくりのきっかけを見つけてね！！ 
　みなさんとの出会いを、楽しみにしているよ～♪ 

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

●１日１時間程度のウォーキング 

●なるべく自炊をし、野菜を使っ 
　た料理を数多く作るように心が 
　けている 

●お酒を飲むことは好きだけど、週に 
　２日の休肝日を設けるようになった 

●歯の健診を３カ月に１度受け、 
　メンテナンスを行っている 

●卒煙教室に通った甲斐もあり、 
　卒煙に成功☆ 

●なるべく体を動かすようにしている 

健康増進計画について詳しく知りたい人は市ホームページ
で確認できます。電話・ファクスでのお問い合わせは 
健康推進室（℡２３‐２７８８・FAX２３‐５９９８）までお願いします。 

けんこウサギちゃんのおうち� 

●健康的な食生活を送ろう 

●自分にあった運動を楽しもう 

●自分にあったストレス解消法を見つけよう 

●節度ある飲酒を心がけよう 

●たばこの害を知り、煙のない空間作りを 

３月末、各戸配布予定の 
『平成２５年度 健康づくりかわら版』 
も見てね！！ 

●きちんと手入れし、歯（入れ歯も）を大切に 

●定期的に健（検）診を受け、自分の体を知ろう 

か　 い 

きゅうかん   び 
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有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集
広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／（この枠の大きさです）
　　　　縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
広告料／掲載１回につき１万円
印刷部数／３２３００部（各戸配布）
詳しくは、市長公室広報係（℡２４‐７０００・
ＦＡＸ２４‐７０２３）までお問い合わせください。

ベストプライスでネイティブ英会話を始めよう！ 

ディヴィッド英会話教室 

Kid's CLASS（３歳～小学校就学前） 
３～７人　週１回５０分／月謝６，０００円 

LEVEL 1,2,3（小学生） 
３～７人　週１回６０分／月謝７，０００円 

ADVANCED HIGH LEVELS（中学生～高校生） 
３～７人　週１回６０分／月謝７，０００円 

MASTER CLASS（社会人） 
３～７人　週１回６０分／月謝７，０００円 

David's English School
〒６２０‐０９４８ 福知山市夕陽が丘２４９‐２０ 
HP：www．davidsenglishschool．com 
davidsenglishschool@hotmail．com

℡ 0773‐21‐4866

無料体験受付中☆ 


